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９）矢田有里子，長田京子：看護学生の死生観教育方法についての文献検討．

第 13回日本臨床死生学会，東京，2007年 12月 
 
10）内田宏美：リスクマネジメントの実践度からみた看護職リスクマネージャ
ーのジレンマ．第 19回日本生命倫理学会年次大会．2007.11.10-11，東京 

 
11）津本優子、矢田昭子、内田宏美、佐藤和子、原祥子、大森眞澄：看護学実
習評価システム本稼動後の問題点と課題．第 27回医療情報学連合大会，
2007.11.23-25，神戸市 

 
12）内田宏美、津本優子、福間美紀、小野田舞：看護職リスクマネージャーの
パワーとその要因―医療安全管理者養成研修、専任か兼任、経験年数との

関連を中心として―．医療の質･安全学会 第 2回学術集会，2007.11.23-25，
東京 

 
13）三島美代子、内田宏美：エラー後の組織の反応と看護師の認知・行動変化
との関連．日本看護科学学会 第 27回学術集会，2007.12.7-8，東京 

 
14）竹下裕子、津本優子、長田京子、内田宏美：アサーティブな関わりに困難
を感じる精神科看護場面の因子構造分析．日本看護科学学会 第 27回学術
集会，2007.12.7-8，東京 

 
15）内田宏美、福間美紀、津本優子、小野田舞：看護職リスクマネージャーの
医療安全推進活動の実態と背景．日本看護科学学会 第 27回学術集会，
2007.12.7-8，東京 

 
16）福間美紀、内田宏美、津本優子、小野田舞：看護職リスクマネージャーの
医療安全推進活動の程度とその要因―地域特性・施設特性の側面から―．

日本看護科学学会 第 27回学術集会，2007.12.7-8，東京 
 
17）小野田舞、内田宏美、福間美紀、津本優子：看護職リスクマネージャーの
医療安全推進活動の程度とその要因―安全管理体制における地位と役割の



側面から―．日本看護科学学会 第 27回学術集会，2007.12.7-8，東京 
 
18）津本優子、内田宏美、福間美紀、小野田舞：看護職リスクマネージャーの
医療安全推進活動の因子構造．日本看護科学学会 第 27回学術集会，
2007.12.7-8，東京 

 
19）小林裕太、劉 頴菊、飛永 精照、恒松 徳五郎、中村守彦：Madecassoside 

の筋萎縮性側索硬化症（ALS）モデルマウスに対する治療効果 

  第 80 回日本薬理学会 2007 3 月 名古屋 

 

20）樽井惠美子、新宮典子，大学入学時のグループ学習による学習方法の育成

～看護大学生の入学時と入学半年後の比較～、日本医学看護学教育学会、

高知、2007 年 3 月 

 

21）小林裕太、川上浩平、Sultana Razia、山田高也：メタボリックシンドロー 

ムモデルラットに対する食餌制限の影響１：体重及び肝臓の変化  日本 

動物学会中国四国支部大会 2007 5 月 鳥取 

 

22）川上浩平、下崎俊介、宇土研二、結城俊明、小林裕太、山田高也：マウス

の成長と行動活性における環境エンリッチメント材の影響  第 54回日本

実験動物学会大会 2007 5 月 東京 

 

23）川上浩平、河本舞、堀江哲史, 植田秀雄、三原安経、野村正人、山田高也、

小林裕太、大谷浩：フィトンチッドと活用事例 第一報 解剖学実習にお

けるホルムアルデヒドの低減効果と実験動物施設での消臭効果  第20回

におい・かおり環境学会 2007 6月  東京 

 

24）川上浩平, 下﨑俊介, 小村浩司, 西村孝雄、小林裕太、山田高也：居住環

境の違いがラットの体温と肺活量に及ぼす影響  第41回日本実験動物技

術者協会 2007 7月  名古屋 

 
25）川上浩平、下崎俊介、Sultana Razia、土倉覚、頓宮美樹、村田幸治、亀井 
勉、小林裕太、山田高也：メタボリックシンドロームモデルラットに対す 

るγ-オリザノール投与の影響  第 16 回日本脂質栄養学会 2007 9 月  

出雲 

 



26）川上浩平、下崎俊介、頓宮美樹、土倉覚、小林裕太、並河徹、山田高也 

SHRSP の脳卒中発症に及ぼす環境エンリッチメント材の影響  第 43 回高

血圧関連疾患モデル学会学術総会 2007 9 月 大阪 

 

27）小林裕太、川上浩平、Sultana Razia、山田高也：メタボリックシンドロー

ムモデルラットに対する食餌制限の影響 2：脂質代謝の変化 日本動物学会

第 78 回大会 2007 9 月 弘前 

 

28）小林裕太：メタボリックシンドロームモデルラットに対する食餌制限の影 

響 島根大学医学部医師会第 21 回学術講演会 2007 12 月 出雲 

 

29) 樽井惠美子、新宮典子、グループ学習による学習方法の育成－看護大学生
の入学時と半年後の比較－、日本看護学教育学会、第 17回学術集会、福岡、
2007 

 

30）江藤裕加里、小林裕太、長沢淑子：看護行為に伴う細菌の付着に対する手

洗い後のハンドクリーム塗布の影響。2008  １月  感染看護学会 

 

31）福間美紀、小林裕太、津本優子、小野田舞、長田京子、樽井恵美子，内田

宏美：「衛生学的手洗い」演習終了後の手洗い技術の定着性に関する細菌学

的評価、第 8回日本感染看護学会学術集会、2008.1.26-27、東京 
 

32）山本直子、Sultana Razia, 小林裕太：複雑性尿路感染起因菌の番茶による

増殖抑制作用 日本感染症学会 2008 4 月 松江 

  

33）小林裕太、川上浩平、Sultana Razia、山田高也：メタボリックシンドロー

ムモデルラットの症状の発症に対する食餌制限の影響  第３１回日本基

礎老化学会 2008 6 月 松本 

 
34）内田宏美、津本優子、小野田舞、福間美紀、樽井恵美子、長田京子：フィ

ジカル･アセスメント技術の効果的学習方法の検討、日本看護学教育学会第

18回学術集会（口演）、2008.8.2-3、筑波 
 
35）小野田舞、内田宏美、津本優子、福間美紀、長田京子、樽井恵美子：基礎
看護学実習における看護技術実践度からみた看護方法実技試験の成果、日

本看護学教育学会第 18回学術集会（口演）、2008.8.2-3、筑波 



 
36）津本優子、矢田昭子、廣野祥子、佐野和子、大森眞澄、小野光美、内田宏
美：卒業前実技トレーニングの評価、日本看護学教育学会第 18回学術集会
（示説）、2008.8.2-3、筑波 

 
37）福間美紀、津本優子、小野田舞、小林裕太、内田宏美、長田京子、樽井恵

美子：前向き調査による「衛生学的手洗い」教育の細菌学的側面からの評

価、日本看護学教育学会第 18回学術集会（示説）、2008.8.2-3、筑波 
 
38）原祥子、村松恵子、樽井惠美子、小野田舞、看護系大学卒業生の看護実践
能力に対する勤務先上司による評価－卒業生自己評価との比較－、日本看

護学教育学会、第 17回学術集会、2007 
 
39）小野田舞、内田宏美、津本優子：新卒看護師のストレスとバーンアウトの
縦断的変化－入職後 3ヶ月と 6ヶ月に焦点を当てて－、第 34回日本看護研
究学会学術集会（口演）、2008.8.20-21、神戸 

 
40）小野田舞、内田宏美、津本優子：新卒看護師の入職後 3ヶ月･6ヶ月の職場
適応とその要因－職務ストレッサー、人的サポート、入職時研修、コーピ

ングの観点から－、第 12回日本看護管理学会年次大会（口演）、2008.8.22-23、
東京 

 
41）山崎恵子、内田宏美、長田京子：中高年看護師の職業継続のプロセスとそ

の思い、第 12回日本看護管理学会年次大会（口演）、2008.8.22-23、東京 
 
42）長田京子，渡邊岸子：「看護場面の分析」を用いた対人援助研修の評価表
の作成，－研修前後の看護活動の変化に焦点をあてて－．第 39回日本看護
学会学術集会（看護教育），岐阜，2008年 8月 

 
43）長田京子，江角真由美、伊達山美保、田中由美子、佐藤由美子：看護師の
対人援助研修前後の看護活動の変化の内容，－「看護場面の分析」を行っ

た経験 3年目の看護師への面接調査から－．第 39回日本看護学会学術集会
看護管理，熊本，2008年 10月 

 
44）(パネルディスカッション) 小林裕太：解剖実習室のホルムアルデヒド濃

度, 日本解剖学会第６３回中・四国支部学術集会 出雲 １０月 2008 



 

45) 天野宏紀、廣野祥子、藤田季由、小林裕太：医学部学生の環境意識の検討 

第 67 回日本公衆衛生学会 福岡 2008 11 月 

 

46）廣野祥子、天野宏紀、藤田季由、小林裕太：医学部学生の環境配慮に関す

る行動と自己評価についての検討 第 67 回日本公衆衛生学会 福岡 

2008 11 月 

 

47）藤田委由、天野宏紀、小林裕太、 樽井恵美子、廣野祥子：医学部学生の 

環境教育 第 52 回中国四国合同産業衛生学会 ２００８ 11 月 松江 

 

48）川上浩平、下崎俊介、頓宮美樹、土倉覚、小林裕太、並河徹、山田高也： 

メタボリックシンドロームモデルラット（SHR/cp）に対する給餌制限の効果   

第44回高血圧関連疾患モデル学会学術総会 2008 11月 出雲 

 

49）小林裕太、山本直子、Sultana Razia：番茶および緑茶による複雑性尿路感

染起因菌増殖抑制   第 61 回日本薬理学会西南部会 2008  11 月   

米子 

 
50）内田宏美：実践知を共有し合うゆるやかなネットワークの構築－山陰リス
クマネジメント研究会の取り組み－、第３回医療の質･安全学会学術集会ワ

ークショップⅡ、2008.11.22-24、東京 
 
51）竹下裕子、内田宏美、長田京子、津本優子：精神科看護場面における看護

師のアサーティブな自己表現とその要因、第 28回日本看護科学学会学術集
会（口演）、2008.12.13-14、福岡 

 
52）津本優子、小野光美、内田宏美、他：臨地実習における看護技術の実施状
況の変化－臨地実習評価システムに蓄積したデータを用いて－、第 28回日
本看護科学学会学術集会（示説）、2008.12.13-14、福岡 

 
 


